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特長&使用法

本機は小型ながら、 (超)低ひずみを特長とする発蹴号モジュールです。

。発振振幅は#5-7ピン聞のR値により外部設定も可能ですが、振幅を変えますと

ひずみか嬉化することがありますので、本機の出力は変えずにOSC出力以降でレベ

ル調整されることを推奨します。

。固定 f0型は周波数設定用Cf、Rfを内蔵しておりますので、外付け部品は一切

不要です。(#6 -7聞のジ‘ャンパーのみ必要です)

但し、 f0変更の可能性があれば、基板に外付けCf、Rf用のランドを用意して下

さL、。

。本機は4相出力が取出せますが、主出力よりひずみ率は数倍悪くなります。

@電源パスコンが内蔵されていますので、外部のパスコンは不要です。

。#1 5ピンは同期発振用入力です。

例えば、シンセサイザーOSC等正確な f0の出力をξlMQを通し入力することで、

同期した正確な f0の信号を得ることが出来ます。

。#4-5聞に Caを付足すことで、さらにひずみを低下出来ますが、応答性は悪化

いたします。詳しくはお問い合わせ下さい。

本機の仕様

。周波数範囲 20-50kHz (R f外付け型)

。出力電圧 約3.2Vrms (各出力共)

。出力抵抗値 OQ (向上)

。最小負荷抵抗値 lkQ (向上)

。ひずみ率(主出力) O. 0 0 1 %以下 @lkHz 

0.003%以下 @100-10kHz 

。電源電圧範囲 :t12-16V 

。消費電流 約13mA 

。使用温度範囲 0-4 5 oC 
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